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研究成果の概要（和文）：　国家と市場の間の市民社会に射照することにより、中国の権威主義的政治と市場経済とい
う組合せが、いかなる構造によって接合されているかを解明した。民間組織は意図的に不安定な法的地位におかれ、自
主的活動空間を偶然的にしか与えられず、社会は政治に飼い慣らされている。共産党が国家、市場ばかりか、社会にま
で浸透し、国全体を覆い尽くす存在として君臨し続けている。
 しかし、悪化する環境、労働、差別、弱者、食品安全の問題など、政治制度と経済システムの軋みは、外部不経済と
なって拡大し、有効な処方箋の提示が急務である。政治の民主化によるミスマッチ解消というシナリオはなお見通せず
、宛てなく徘徊を続けている。

研究成果の概要（英文）： By focusing on the civil society which is being formed between the state and the 
market, this research has clarified the mechanism that has connected the authoritarian politics and the 
market economy in China. Private sector organizations have been deliberately placed in a precarious legal 
status and are only allowed to act voluntarily by chance, which means that the society has been 
domesticated by the politics. The CCP has infiltrated not only the state and the market, but also the 
society. As a result, it continues to rule China as if it is capable of covering the whole country.
 However, the friction between the political system and the economic system, like worsening environment 
and labor problems, discrimination, the weak and food safety issues, has caused an increasing external 
diseconomy. It is urgent to present a valid prescription for this situation. A scenario to resolve the 
mismatch through the democratization of politics is yet to be found.
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１．研究開始当初の背景 
 
 本プロジェクトに先行して基盤研究 B「中
国における民間セクターをめぐる法と政治」
（2007～2009 年）を行い、民間セクターの
legal status が不安定であることが最大の課題
であること、それでも民間セクターが政治の
民主化にかわる一種の緊張放散的役割を一
定程度果たしていることを明らかにした。こ
の成果を踏まえて、権威主義的政治システム
と際限なき経済の市場化を媒介する法や政
治の構造解明の必要性という着想を得るに
至った。 
 
２．研究の目的 
 
 政治国家と経済市場の間に形成されつつ
あるユニークな「市民社会」全般に焦点を拡
大して、政治システムの民主化を頑なに峻拒
しながら、他方でタブーなき市場化、商業化
によりたくましく成長を続ける現代中国の
ガバナンス構造を法／政治の両面から明ら
かにすることを目的とする。換言すれば、権
威主義的政治システムと自由放任的市場経
済というカップリングを接合している法と
政治の構造を、両者の狭間に浸みだしている
「社会」に照射することにより浮き彫りにし
ようとする試みである。 
 
３．研究の方法 
 
 ①関係する文献の収集およびそれらに対
する解析。②中国各地で活動する労働問題、
環境、HIV などの疾病差別、社会教育や貧困
問題などに取り組む NGO を訪問し、インタ
ビュー調査および現地での観察。③社会問題
と法、政治改革、社会思想などの専門家、学
者からの聞き取り、シンポジウム、ワークシ
ョップなどでの討議。④成果をとりまとめて
鈴木賢編『中国的“市民社会”の現状と苦悩―
―国家、市場の狭間にしみ出す社会』〈仮題〉
（現代人文社を予定）として出版する準備を
進めている。 
 
４．研究成果 
 
 国家と市場の間の「市民社会」に照射する
ことにより、中国の権威主義的政治と市場経
済という組合せが、いかなる構造によって接
合されているかを解明した。民間組織は意図
的に不安定な法的地位におかれ、自主的活動
空間を偶然的にしか与えられず、「社会」は
政治に飼い慣らされている。共産党が国家、
市場ばかりか、社会にまで浸透し、国全体を
覆い尽くす存在として君臨し続けている。し
かし、悪化する環境、労働、差別、弱者、食
品安全の問題など、政治制度と経済システム
の軋みは、外部不経済となって拡大し、有効
な処方箋の提示が急務である。政治の民主化
によるミスマッチ解消というシナリオはな

お見通せず、宛てなく徘徊を続けているのが
現状である。打ち出される「改革」には明確
な理論的な裏付けはなく、外部不経済をシス
テムとして内部化させる手立てを欠いてい
る。 
 中国の党と国家、市場、社会の関係を図示
するならば、以下のようなモデルを描くこと
ができる。 

 
 「改革・開放」以前は党と一体化した国家
が全権的に経済や社会をも吸収し、すべてを
覆い尽くしていた。そこからまず経済分野で
国とは相対的に独自の利害を担う企業が誕
生することで市場が析出していった。しかし、
中国の市場経済はあくまでも党権力によっ
てコントロールされ、権力と結びつくことで
はじめて有利な経営となる「権貴資本主義」
とよばれる特殊なものであり、中国的特色を
濃厚に帯びた市場経済である。人的にも政治
権力と財界は緊密にリンク（権貴階層）して
いる。 
 また、「社会」に目を転じると、おもに海
外のファンドから支援を受けて、国とは一定
の距離をおく草の根の NGO などの生成が見
られるものの、権力に対抗的になることを用
心深く回避する戦略がとられており、せいぜ
い権力に従順な「市民社会」を上から生成す
るという段階にある。党組織は「社会」にも
浸透し、党のコントロールは緩められていな
い。さらに、逆に政府の豊富な資金力を使っ
て NGO のサービスを購入するという形で権
力側への求心力を高める政策がとられるに
至っている。 
 政治と経済のミスマッチは多くの外部不
経済現象を生み出しているが、それに対する
処方箋としては左右両派からの主張が見ら
れる。いわゆる民主派、憲政派（中国では右
派）は政治の本格的民主化の推進を主張し、
西側への接近を模索する。また、いわゆる新
左派は逆に経済システムの統制経済への逆
行による政治とのボタンの掛け違い解消を
主張している。習近平政権はそのどちらとも
与せず、第 3 の道を模索しようとしているか
に見えるが、確たる理論的な基礎を見いだす



ことができず、ダッチロールを続けているの
が現状である。少なくとも短期的には、これ
をブレークスルーする枠組はまだ登場して
いない。 
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